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ステップ１ 【復習】比合わせ 

１ 下の図において、ＡＢ：ＢＣ＝１：２、ＢＣ：ＣＤ＝３：４です。この

とき、ＡＢ：ＢＣ：ＣＤを求めようと思います。あとの問いに答えなさ

い。 

 

 

 

 

 

 ⑴ いま、②と３が等しいので、②と３をどちらも ６ とします。６は２

と３の最小公倍数です。このとき、①は何サンカクになりますか。答

えを図にも書きこみなさい。 

 

 

 ⑵ ⑴のとき、４は何サンカクになりますか。答えを図にも書きこみなさ

い。 

 

 

 ⑶ ⑴、⑵より、ＡＢ：ＢＣ：ＣＤを求めなさい。 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ① ②

３ ４

６

６
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２ 次の問いに答えなさい。 

 

 ⑴ 下の図において、ＡＢ：ＢＣ：ＣＤを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 下の図において、ＡＢ：ＢＣ：ＢＤを求めなさい。 
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ステップ１ 棒の長さの比を求める 

３ 長さのちがう２本のストローＡ、Ｂを、水の入ったコップの底に垂直に

立てました。Ａは全体の
4
7、Ｂは全体の

2
5が水に入っています。ＡとＢの

長さの比を最も簡単な整数の比で表しなさい。 
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４ ２本の棒Ａ、Ｂを、深さ一定のプールの底に垂直に立てると、Ａは全体

の長さの
7
12が水中にあり、Ｂは全体の長さの

5
8が水中にあります。Ａと

Ｂの長さの比を最も簡単な整数の比で表しなさい。 
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ステップ２ 池の深さを求める 

５ 長さの差が 15 ㎝である２本の棒を池の底にとどくまでまっすぐに立て

ました。短い方は全体の
2
3、長い方は全体の

3
5だけ水につかりました。こ

のとき、次の問いに答えなさい。 

 

 ⑴ 短い方の棒の長さは何㎝ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 池の深さは何㎝ですか。 
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６ 長さの差が 10 ㎝であるＡ、Ｂ２本の棒を池の底にとどくまでまっすぐ

に立てました。Ａは全体の
3
4、Ｂは全体の

2
3だけ水につかりました。この

とき、次の問いに答えなさい。 

 

 ⑴ Ａの棒の長さは何㎝ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 池の深さは何㎝ですか。 
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ステップ３ 水面から出ている方の割合が分かっている問題 

７ Ａ、Ｂの２本の棒を池に垂直に立てたところ、Ａの長さの
5
7、Ｂの長さ

の
2
5が水面から出ました。２本の棒の長さの合計は 62 ㎝です。池の深さ

を求めなさい。 
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８ プールに水を入れ、そこに鉄の棒Ａと、Ａより長さが 21 ㎝短い棒Ｂを

まっすぐに立てると、Ａはその長さの
4
15、Ｂはその長さの

1
9が水面から

出ていました。このとき、プールの水の深さは何㎝ですか。 
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９☆
 １本の棒を使って、池のＡ地点とＢ地点の深さをはかりました。Ａ地

点では棒の 80％が水中に入り、Ｂ地点では棒の 55％が水中に入りまし

た。このとき、水面上に出た棒の長さの差は 55 ㎝でした。Ａ地点の池

の深さは何㎝ですか。 
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■ 解答 ■ 

１ ⑴ ３ ⑵ ８ 

 

 

 

 

 

 

  ⑶ ３：６：８ 

２ ⑴ 10：15：６ 

  ⑵ 12：８：15 

３ ７：10 

４ 15：14 

５ ⑴ 135 ㎝ ⑵ 90 ㎝ 

６ ⑴ 80 ㎝ ⑵ 60 ㎝ 

７ 12 ㎝ 

８ 88 ㎝ 

９ 176 ㎝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ① ②

６

３ ４
８

３ ６
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■ 解説 ■ 

２ ⑴ 

 

 

 

 

    ③＝５＝ 15 とする。マルは５倍、

シカクは３倍する。 

    ＡＢ：ＢＣ：ＣＤ＝10：15：６ 
 

  ⑵ 

 

 

 

 

 

    ③＝４＝ 12 とする。マルは４倍、

シカクは３倍する。 

    ＡＢ：ＢＣ：ＢＤ＝12：８：15 

 

３ ７：10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④＝２より、比をマルにそろえる。シカ

クは数字を２倍する。 

  ５＝⑩。 

  よって、棒の長さは⑦：⑩＝７：10 

 

 【別解】Ａの
2
7とＢの

2
5が等しいから、 

     Ａ×
2
7＝Ｂ×

2
5  

   → Ａ：Ｂ＝
2
5：

2
7＝７：10 

４  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑦＝５＝ 35 とする。マルは５倍、シカ

クは７倍する。 

  棒の長さは  60 ： 56 ＝15：14 

 

 【別解】Ａの
7
12とＢの

5
8が等しいから、 

     Ａ×
7
12＝Ｂ×

5
8  

   → Ａ：Ｂ＝
5
8：

7
12＝15：14 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ ②＝３＝ ６ として比合わせ。 

    10 − ９ ＝ １ 

    １ ＝15 ㎝ 

    ９ ＝135 ㎝ 

 

  ⑵ ６ ＝90 ㎝ 
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６  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ ③＝２＝ ６ として比合わせ。 

    ９ − ８ ＝ １ 

    １ ＝10 ㎝ 

    ８ ＝80 ㎝ 

 

  ⑵ ６ ＝60 ㎝ 

 

 

 

７ 
5
7と

2
5は、水面の上の棒の割合であること

に注意。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②＝３＝ ６ として比合わせ。 

    21 ＋ 10 ＝ 31  

    31 ＝62 ㎝ 

    １ ＝２㎝ 

    ６ ＝12 ㎝ 

 

８ 
4
15と

1
9は、水面の上の棒の割合であるこ

とに注意。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑪＝８＝ 88 として比合わせ。 

    120 − 99 ＝ 21 

    21 ＝21 ㎝ 

    １ ＝１㎝ 

    88 ＝88 ㎝ 

 

９ 同じ棒で池の異なる部分の深さを測る

ことに注意。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  棒の長さを 100 とすると、上の図より、 

   45 −⑳＝ 25 

   25  ＝55 ㎝ 

   ① ＝
11
5 ㎝ 

   80 ＝176 ㎝ 
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